
パブリックコメント手続で提出された「意見の対応状況」について　（令和７年１０月１日～１１月１０日実施）

対応区分別の件数

件数

① 公共交通の利用促進による義務台数の低減 Ａ 意見の趣旨等を反映し、条例に盛り込むもの 0

② 既存駐車施設の利用状況を踏まえた義務台数の低減 Ｂ 意見の趣旨等は、条例（素案）に盛り込み済みのもの 1

③ 車いす駐車施設の基準 Ｃ 条例には盛り込まないもの 2

④ 隔地駐車施設における距離の緩和 Ｄ 具体的な事業の実施にあたり参考とするもの 4

⑤ その他 Ｅ その他要望・意見等 10

17

パブリックコメント手続での意見

番号 市　民　か　ら　の　意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分

1 ①

公共交通の利
用促進による
義務台数の低
減

Ｄ

2 ①

公共交通の利
用促進による
義務台数の低
減

Ｅ

3 ①

公共交通の利
用促進による
義務台数の低
減

Ｅ

4 ①

公共交通の利
用促進による
義務台数の低
減

Ｅ

5 ②

既存駐車施設
の利用状況を
踏まえた義務
台数の低減

Ｄ

6 ②

既存駐車施設
の利用状況を
踏まえた義務
台数の低減

Ｅ

7 ②

既存駐車施設
の利用状況を
踏まえた義務
台数の低減

Ｅ

満車になる場合を除き、ある程度台数を減らしてもよい。 賛同のご意見として承ります。

既存施設で満車の場合の例は。 利用状況が満車である場合には低減を適用はできません。

現状の公共交通の充実と共に検討してほしい。
いただいたご意見については、関係課へお伝えするとともに、公共交通
の状況を踏まえ緩和の可否を個別に判断してまいります。

意見を
受けた人数

４人

低減できる規定の基準及び策定計算の方法を記載したほうが理解で
きる。

条例の施行にあたっては、基準等を定めた上で運用してまいります。

駐車台数を低減できる基準及び策定計算の方法を記載したほうが理
解できる。

条例の施行にあたっては、基準等を定めた上で運用してまいります。

項　目

項　目

計

対　応　区　分

公共交通を前提とした附置義務の緩和は、設計の自由度が広がり、
柔軟な建築が可能になる点で良いと思います。

賛同のご意見として承ります。

実際の利用に応じて台数を調整できるのは合理的で、スペースの有
効活用にもつながると考えます。

賛同のご意見として承ります。



パブリックコメント手続での意見

番号 市　民　か　ら　の　意　見　等　の　概　要 対　　応　　状　　況 対応区分項　目

8 ③
車いす駐車施
設の基準

Ｃ

9 ③
車いす駐車施
設の基準

Ｄ

10 ③
車いす駐車施
設の基準

Ｅ

11 ④
隔地駐車施設
における距離
の緩和

Ｂ

12 ④
隔地駐車施設
における距離
の緩和

Ｃ

13 ④
隔地駐車施設
における距離
の緩和

Ｅ

14 ④
隔地駐車施設
における距離
の緩和

Ｅ

15 ④
隔地駐車施設
における距離
の緩和

Ｅ

16 ⑤ その他 Ｄ

17 ⑤ その他 Ｅ

もう少し遠くてもよい。８００ｍ以内。
国土交通省の都市構造評価ハンドブックによると、高齢者等徒歩圏が半
径５００ｍと示されていることから、素案のとおりとします。

利用状況にもよるが、５０台に１台で十分であると思う。 賛同のご意見として承ります。

パークアンドライドの整備や歩道、沿道の整備、にぎわい創出等と
共に進められたらいいと思います

賛同のご意見として承ります。

条例改正によると、５０台未満は車いす駐車施設は必要ないと受け
止められるので、５０台未満でも車いす駐車施設は１台と明記すべ
きと思う。

条例の施行にあたっては、基準等を定めた上で運用してまいります。

車いす駐車施設は、原則、建物や敷地内に設置したほうが不自由を
与えないと思う。

車いす駐車施設は、原則、建築物又は建築物の敷地内に附置することと
しております。

車いす使用者向け駐車施設は、寸法だけでなく動線や安全性なども
含めたユニバーサルデザインの視点が必要だと思います。

条例の施行にあたっては、基準等を定めた上で運用してまいります。

条例全般について、大雨が続き、水害が発生する場合を想定して、
地下駐車場の場合、防水用止水板の設置を義務付けるよう追加して
もらいたい。

ご意見として承ります。
なお、国において対応の検討が進められていることから、その動向を注
視してまいります。

駐車場の集約や共有も進み、限られた都市空間を効率よく使えるよ
うになるのではないでしょうか。

賛同のご意見として承ります。

高さの基準は良いが、台数はこれまでどおり、最低１台のままとし
てほしいです。

台数については、更なるユニバーサルデザインへの対応のため、規模に
応じた基準（５０台につき１台）に見直すこととし、素案のとおりとし
ます。

駐車場を敷地外に設けられる距離が広がることで、特に中心市街地
では設計の自由度が高まると思います。

賛同のご意見として承ります。


